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1.  平成25年3月期第1四半期の業績（平成24年4月1日～平成24年6月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第1四半期 3,922 △1.4 1,524 △11.8 1,555 △30.8 943 △29.2
24年3月期第1四半期 3,978 6.2 1,729 20.2 2,247 47.6 1,331 44.2

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第1四半期 50.12 ―
24年3月期第1四半期 70.67 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年3月期第1四半期 75,722 68,187 90.1 3,628.20
24年3月期 77,189 69,079 89.5 3,666.95
（参考） 自己資本   25年3月期第1四半期  68,187百万円 24年3月期  69,079百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 40.00 ― 40.00 80.00
25年3月期 ―
25年3月期（予想） 50.00 ― 50.00 100.00

3. 平成25年 3月期の業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 8,150 0.3 3,450 1.0 4,050 △2.5 2,510 1.7 133.46
通期 17,300 1.0 7,930 1.5 9,130 1.7 5,660 11.3 301.48



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期1Q 20,176,000 株 24年3月期 20,176,000 株
② 期末自己株式数 25年3月期1Q 1,382,102 株 24年3月期 1,337,491 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期1Q 18,819,427 株 24年3月期1Q 18,838,509 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引
法に基づく四半期報告書のレビュー手続きを実施しています。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
業績予想につきましては、当社が現時点で入手可能な情報による判断、仮定および確信に基づくものであり、当社としてその実現を約束する趣旨のものではあ
りません。実際の業績は、今後経済情勢、事業運営における様々な状況変化によって、予想数値と異なる場合があります。なお、上記予想に関する事項は添付
資料３ページをご参照ください。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、欧州における債務問題を中心とした海外経済の混乱が尾を引き、ま

た国内においては、一部で企業業績の持ち直しがみられるものの、政局や財政の先行き不透明感から依然厳しい状況

が続いております。 

こうした経済情勢の中で、情報サービス産業においては、スマートフォンやＳＮＳの普及、クラウドサービスの利

用拡大など話題に事欠きませんが、企業の情報システム投資という面では景気の先行き不透明感から依然抑制傾向が

続き、厳しい状況にあります。 

このような状況の中で、当社は「顧客第一主義」を念頭に置き、既存ユーザーへのサポート体制の強化を行うとと

もに、業務用パッケージソフトウェアのメーカーとして多様な企業環境に対応したシステムの開発・提案を行い、新

規顧客の開拓にも努めてまいりました。 

中小企業向けのインターネット技術との融合を図った「奉行ｉシリーズ」、上場・中堅企業向けＥＲＰパッケージ

「奉行Ｖ ＥＲＰシリーズ」、ＩＦＲＳ導入を検討されるグループ企業向け製品「奉行Ｖ ＥＲＰ Ｅｎｔｅｒｐｒｉ

ｓｅ Ｇｒｏｕｐ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ－Ｅｄｉｔｉｏｎ」など企業規模に合わせた製品群を充実させ、幅広い層の

企業へのシステム提案を可能にしております。 

具体的な施策といたしましては、販売パートナー企業向けに「ＯＢＣ戦略発表会」を全国主要都市で開催いたしま

した。環境変化を具体的な提案領域へ拡張させ、ビジネスの活性化を図ることを目的に、顧客ニーズに合ったサービ

ス及びプラスαの提案、さらにクラウドソリューションやWindows８の登場により実現できる拡張提案を中心とした

内容で開催いたしました。販売パートナー企業との足並みをそろえ、連携を密にし、より顧客目線に立った提案を目

指してまいりました。 

このような活動の結果、売上高は、39億22百万円（前年同四半期比1.4％減）、営業利益15億24百万円（同11.8％

減）、経常利益15億55百万円（同30.8％減）、四半期純利益９億43百万円（同29.2％減）となりました。 

なお、売上高が前年同期比1.4％減少した主な要因は、プロダクト売上のうちソリューションテクノロジー（奉行

シリーズ製品）の売上減少によるものです。営業利益が11.8％減少した主な要因は、事務所等の移転に伴う一般管理

費の増加によるものであります。経常利益及び四半期純利益がそれぞれ30.8％、29.2％減少した主な要因は、営業外

収益のうち、受取配当金及び投資有価証券売却益が減少したことによるものであります。  

（２）財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債及び純資産の状況 

当第１四半期会計期間末における総資産は、757億22百万円となり、前事業年度末に比べ14億67百万円の減少とな 

りました。その主な要因は、投資その他の資産の減少９億64百万円等によるものであります。 

なお、純資産額はその他有価証券差額金等の減少により、前事業年度末に比べ８億91百万円減の681億87百万円と

なり、自己資本比率は90.1％となりました。 

② キャッシュ・フローの状況 

当第１四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は390億29百万円となり、前事業

年度末と比較して10億50百万円の増加となりました。 

当第１四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は、22億45百万円（前年同期は15億２百万円の収入）となりました。主なプラス要因

は、税引前四半期純利益15億44百万円、売上債権の減少額16億36百万円等であり、主なマイナス要因は、法人税等の

支払額７億78百万円等によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は、２億65百万円（前年同期は１億57百万円の収入）となりました。主なプラス要因

は、投資有価証券の売却による収入５億２百万円等であり、主なマイナス要因は、投資有価証券の取得による支出６

億54百万円によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は、９億22百万円（前年同期は７億53百万円の支出）となりました。要因は、配当金

の支払額７億53百万円及び自己株式の取得による支出１億68百万円によるものであります。 

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（３）業績予想に関する定性的情報 

依然海外の金融不安や国内景気の伸び悩みにより厳しい状況が続いております。第２四半期累計期間及び通期の業

績見通しにつきましては、平成24年４月25日に公表しました業績予想数値に変更はありませんが、今後業績予想に修

正の必要が生じた場合には、速やかに開示いたします。   

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。   

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。  

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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４．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(平成24年３月31日) 

当第１四半期会計期間 
(平成24年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 37,988,945 39,039,764

受取手形 251,307 273,553

売掛金 4,478,892 2,820,494

商品及び製品 136,903 128,240

仕掛品 750 1,041

原材料及び貯蔵品 46,488 48,191

前払費用 70,273 62,831

繰延税金資産 281,593 327,389

未収入金 4,100 4,673

その他 9,241 4,286

貸倒引当金 △20,350 △29,098

流動資産合計 43,248,146 42,681,367

固定資産   

有形固定資産 325,609 383,598

無形固定資産 233,715 239,146

投資その他の資産   

投資有価証券 29,686,181 28,285,550

関係会社株式 31,093 31,093

関係会社出資金 1,255,833 1,255,833

関係会社長期未収入金 82,190 79,310

関係会社長期貸付金 84,517 84,517

長期預金 800,000 800,000

長期未収入金 15,418 －

敷金及び保証金 534,086 521,729

会員権 64,880 59,380

破産更生債権等 8,849 8,501

繰延税金資産 928,677 1,401,200

貸倒引当金 △109,516 △109,168

投資その他の資産合計 33,382,210 32,417,946

固定資産合計 33,941,535 33,040,691

資産合計 77,189,681 75,722,059
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（単位：千円）

前事業年度 
(平成24年３月31日) 

当第１四半期会計期間 
(平成24年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 249,957 143,360

未払金 425,502 301,955

未払費用 477,318 691,177

未払法人税等 783,890 620,391

未払消費税等 93,592 131,428

預り金 64,989 81,346

前受収益 5,095,315 4,617,823

役員賞与引当金 50,000 50,000

その他 4,486 3,953

流動負債合計 7,245,053 6,641,437

固定負債   

退職給付引当金 779,144 799,684

資産除去債務 85,662 93,007

固定負債合計 864,806 892,692

負債合計 8,109,859 7,534,129

純資産の部   

株主資本   

資本金 10,519,000 10,519,000

資本剰余金 18,949,268 18,949,268

利益剰余金 43,121,310 43,310,962

自己株式 △5,168,074 △5,336,862

株主資本合計 67,421,503 67,442,367

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,658,317 745,561

評価・換算差額等合計 1,658,317 745,561

純資産合計 69,079,821 68,187,929

負債純資産合計 77,189,681 75,722,059
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（２）四半期損益計算書 
（第１四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

売上高 3,978,371 3,922,095

売上原価 620,339 624,769

売上総利益 3,358,032 3,297,325

販売費及び一般管理費 1,628,976 1,772,635

営業利益 1,729,056 1,524,690

営業外収益   

受取利息 97 4

有価証券利息 5,614 6,422

受取配当金 446,584 163,440

投資有価証券売却益 151,864 －

その他 4,324 1,916

営業外収益合計 608,485 171,783

営業外費用   

投資事業組合運用損 76,943 121,439

その他 13,394 19,604

営業外費用合計 90,337 141,043

経常利益 2,247,203 1,555,430

特別利益   

投資有価証券売却益 － 10,223

特別利益合計 － 10,223

特別損失   

投資有価証券評価損 － 15,867

会員権評価損 － 5,500

特別損失合計 － 21,367

税引前四半期純利益 2,247,203 1,544,286

法人税、住民税及び事業税 804,044 614,847

法人税等調整額 111,854 △13,752

法人税等合計 915,899 601,094

四半期純利益 1,331,304 943,192
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 2,247,203 1,544,286

減価償却費 46,297 46,576

退職給付引当金の増減額（△は減少） 20,469 20,540

貸倒引当金の増減額（△は減少） △8,800 8,400

受取利息及び受取配当金 △452,296 △169,866

投資有価証券売却損益（△は益） △151,864 △10,223

投資有価証券評価損益（△は益） － 15,867

会員権評価損 － 5,500

投資事業組合運用損益（△は益） 76,943 121,439

売上債権の増減額（△は増加） 1,729,622 1,636,152

たな卸資産の増減額（△は増加） 3,427 6,668

仕入債務の増減額（△は減少） △60,002 △106,597

未払消費税等の増減額（△は減少） △32,908 37,835

前受収益の増減額（△は減少） △404,931 △477,491

その他 352,759 169,289

小計 3,365,919 2,848,376

利息及び配当金の受取額 457,764 175,272

法人税等の支払額 △2,321,075 △778,345

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,502,608 2,245,302

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の取得による支出 △19,283 △654,453

投資有価証券の売却による収入 276,458 502,039

有形固定資産の取得による支出 △8,296 △86,598

資産除去債務の履行による支出 － △8,820

無形固定資産の取得による支出 △12,928 △29,769

敷金及び保証金の回収による収入 1,164 19,335

敷金及び保証金の差入による支出 △13,330 △6,978

関係会社の整理による支出 △66,500 －

投資活動によるキャッシュ・フロー 157,283 △265,244

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △753,630 △753,779

自己株式の取得による支出 － △168,788

財務活動によるキャッシュ・フロー △753,630 △922,567

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,536 △6,671

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 902,724 1,050,818

現金及び現金同等物の期首残高 32,658,510 37,978,945

現金及び現金同等物の四半期末残高 33,561,235 39,029,764
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該当事項はありません。    

該当事項はありません。     

（セグメント情報）  

前第１四半期累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年６月30日） 

 当社は、パッケージソフトウェア事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

当第１四半期累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年６月30日） 

 当社は、パッケージソフトウェア事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。     

当社は、ソフトウェアの販売から導入・保守サービスまでを一貫してユーザーに提供しております。これらの事業

活動においては、研究開発活動、営業活動ともに密接不可分なものであるため、パッケージソフトウェア事業の単一

セグメントとしております。つきましては、補足情報として、品目別に「プロダクト」（ソリューションテクノロジ

ー及び関連製品）と「サービス」についての販売実績を下記のとおり開示いたします。 

四半期販売の状況 

 （単位：千円・％）

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）セグメント情報等

４．補足情報

 品 目 

前第１四半期累計期間 

（自 平成23年４月１日 
至 平成23年６月30日） 

当第１四半期累計期間 

（自 平成24年４月１日 

至 平成24年６月30日） 

前年同期比較 

売上高 構成比 売上高 構成比 増減額 同期比 

 プロダクト  2,055,317  51.7  1,986,457  50.6  △68,860  △3.4

  ソリューションテクノロジー  1,312,882  33.0  1,267,137  32.3  △45,744  △3.5

  関連製品  742,435  18.7  719,320  18.3  △23,115  △3.1

  サービス  1,923,053  48.3  1,935,638  49.4  12,584  0.7

合 計  3,978,371  100.0  3,922,095  100.0  △56,275  △1.4
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